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　1嬉騨奪宇部炭剛こおいて主要炭層の花粉分析を行な

い，各炭層沖に含有す都／乞粉・胞子化石群の実態をほぼ

明らかにした．本稿はそのケちの予察的麟書課をび）べた

ものである流／・）爵

　研究の対象とした炭層は宇部鉱業勝沖．ノ山・東隠初・

四沖・本1i1の各鉱において採掘中のもので，㎜！．二位から
重聡・大派・三礁鐸底噺諏どである、、分析の方法は従来

わが瞬の第三紀炭に対して用いていたシュルツ講法を

使用した．

　　．1．二記の各層から，おもに双子葉植物の花粉と考えられ

る蕉・、のが多くみいだされ，讐の他菌類胞子なども．見られ

た．

　全般を通じ、て花粉・！泡子化二石群の構成。．1磁嘱される、轄

　寧燃料部

は斜葉楠重花粉と碧、わ渋、るもののうち有豪朝誓麺）ものがほと

んど見られ、ないぐ捷で，この、転からみると，牝大、州猷第三

紀炭醐こおける分析結果灘）と類似至．』ぐい纂。，

　また花粉群申最準）多く舞、られ頓聴のは耀麹pし、型や3溝

型のメ好葉植物と、幣、われ観，のであ参，また他、の炭貸・1で

は．兇られ，ない擁饗の騒包攣・も2，ξきみいだされた，、

　以、．1沸分繍課と溜）力雛協ら従三熱〆られてV鶉．大形

（乃蓄・直物イヒ1石の1童と1．：1韻ぎ果とを鷺コ雛鮫L』ぐみると，　その擬覇窃讐診

の構成がさらに、款くわかつた、，大形化石と微化二鞠脚澗

の産1瑚頃向には若＝葦1慧の差がある、
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地質調三灘所鍔報　（鶏1＄巻　 第2培）

　わが顛の古第三紀炭研ilにおける炭層の花粉分析は最近

次第に系統的に行なわれつつあるが，当所でも石狩炭田

を鰍憾する北海遺尋グ坤部地域におい耐一でに作業を行

なつた．その後本州の宇部炭田において野外調査を行な

紅ン）報告はその概括的な礁嚇課をまと鋤回、ので
ある、，

　宇部炭繊においてはおもに主要稼行地城である宇部興

産株式会社鉱区内において乏3～8層σ）主要炭麟力誌籍，試料

の採取を行ない，さらに津諭讃葺・大嶺欝蓼のヰ峯生代の炭繊

においても分析試料の擦取を行なつた，，本稿ではそのう

ちの古第三紀の主要炭層についての分析結果をのべた．

　外業を行なうにあたつては菖三＝部興産．株式会社，岩沢栄

・大由剛吉・中安儒丸・松本隆、一の諸氏をはじめ沖、ノ山

・西沖・本山・索1箆初グ）各鉱における各紘から多大の御

援助をうけた．

　ここに深く謝意を畿する次第である、、
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黛　研究の覇的お経遜

　本州酋部における重要な炭繊として知られている宇編

炭田はすで紅古第三紀σ〉始新世といわれているが，宵植

‘li勿些翠墳勺にはレ・まノばそぴ）霧羊糸繍力鷲あ潅！舞詳鱒哨し、ていな力浅／）た

したがつてこれを微植物学的立場から明を）かにして，炭

層堆積環境解明の一／，麹とするために，主要炭層の花粉分

析を行なつたが，その試料採取炭層および採取箇所は次

のようである、，
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、薫における試料採取韓1昭和3i年11月慧Ol三iから2朝三1まで鶏

β間にわたつて行ない，これとともに宇部炭田説要部の

地質概査を毫、行なつて花粉分析研究1・二の参考1資料を得た、，

3．　試料採取地域の地質概論
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掌部淡脚こおける主要炭鰻の花粉分析（篤鱈鵜（徳永叢プひ躍、．ヒ　亨）

1布している。

　掌部地域におけるこれ薩）爽炭層古第三系は一括して宇

部層群とよばれ，、L二部は含炭砂岩・頁岩互層，下部は礫

岩層に分けられる．、ヒ部は宇部爽炭層で糾轡の稼行轡能

の炭層が披在し、ており，下部は炭田西部の厚東川流域に

発達して厚東川礫岩層とよばれているが，東部に至ると

塊状砂岩・泥岩の互層となり岐波累麟として分けられて

いる．

　これらの宇部層群は陸．ピ部では基盤である三郡変成岩

類ぴ）起伏に従つて堆積しているが，海域に至るときわめ

てゆるく南に傾くようになる．

　宇部鉱業所沖ノ山鉱ほか3鉱におい鵡その主要炭層

からの試料採取を行なつたが，それらの稼行地によつて

炭層4）名称に多少ぴ）差異があるが，それらの対比は第鴛
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表のようにほぽ確ゴ煎している。以下各鉱内における試料

採取地点の状況を略記する．

　宇部鉱業所沖ノ山鉱

　宇部市の南部の海爆にあ参，坑道は立坑にょって五段

炭層下盤に達し，さら流水平坑道によつて着炭，採掘を

行なつている．

　この沖ノ出鉱坑内においては，この水平坑道を申心と

す葛左右両片盤坑道内において試料を採取した．．

騰の、呈謀盤にはヒー一ルとゴ称する粘土層があり，試料は・をの

直下の部分まで採取した、

　試料採取地、薫の炭柱図は第鴛一・鑑図に示した、

　宇部鉱業醒東見物鉱

　宇部了i葉南部に凄）夢，この坑内では一重石と賑1段の両炭

／韓から試料を採取した。

　この地域では五段炭麟の、1二位約2Q燃に大派炭騰があ

讐，さらに約30雛、L二位には一重石炭層がある．坑内就お

いて試料を採取した炭層の炭柱図は第3，騒，5図に示した、
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義　鷺饗炭騰の花粉分析結果

　宇蔀炭1二1二iにおける主要炭煽の花粉分析結果は第3表に

示したが，そのうちのおもな化石について／謀下にのべる、

　ごの表において、雛られ、るよ壁〉に，最下泣4）底石炭層か
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　個体数轍おいて薫裂・も多いのは　Tr癬）lix》POH壌鐘蕪のもの
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掌部1辮鷺に献・篠、主要燐灘碧鑓扮析（鏡纂報）憾，永璽瀧崎鑑、．／二亨）
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　袴腰炭層1本山鉱の底石炭履象たは沖ノ由鉱の袴腰炭

層からは7形態の花粉群がみいだされたが，全般的には

個体魏⑭癒い、、その健、で鍛も多く、みいだされ凝、の

はin撚登鑓蓑ぼぐ即o！1ほ翻の唱もグ）で丁犠灘x翫鷺繊曳蕪と考“或．らオ㌔

る，，また驚’rl罫）｛）粉lx滋．型論よび丁罫顧）lP鱒o縫．i型のもの

も含ま才してい誓）む

　また特殊なもグ）としては3つの薦を斐）っ↑煮が顯（》鋤一

暮r鴛融慧ヂ）奏襲力類みレ・ださ湾駕～ヒこ、とて墜あぐ）て，　こ才Lを激獄熱象三の

記録にはないもσ）である，。

　爾者嗣一炭層と考えられている袴腰炭層と底蕎炭嚇の

花粉胞子群は互いに類似している、、

　三猛／幾尭楚麟二童中ノ1．鳥ほカ、31鉱の1本／韓方淘もは…多くのマ乞彩斎・

胞子化蒸がみいだされたが，その中でも種類も多く，ま

た数も多いのは第3表で晃られるように丁疵（）1榊王憩1至．型

である』の中には簸懲撚C蕪網の｛）のが多く含まれてお

1），筆1者らは以前この形のものを“Qし総r（撒s　ty茎）ずとし

たがこオ隻，は適当でないので，今後は｛）即繍麺総麹茎鷺と

よぶ．その鮭にの炭麟の中からみいだきれるものとし、て

は翌罵や轄敷蓋買）茎）（）茎1．薫額（笈’蕪x〈）d熱c戟毫曝で也）シ難蛋殖｛澱d裏x）茎x）11。

灘三（葦）難h獄癖也）艶Triむd罫〉黙》芸x）il．豫嵯（A懸顯董（）1三裁c覗毫金イ慮）ラ

Tri轡蝉融．型（欝蝋愉㈱他），銅yv轍i繍！卿oll．型

（Ai獅S）などであ1），その惣いままでの記録にないもの

としては丁鐙麟・榊／1、型のE蜘耀辮，猟y（照醸欝型

グ）｝》熱ζ絶夢欝雛b鋤量騨》業璽）oi逸。鷺攣！の」烈翻ε職s　などの才濫違鈴と

丁影遍纈（）S鈴蹴繍溝i！の胞、子などがある。また種類は1．蝿確

に濁定できないが，東晃初鉱の蓋段炭層中から大形の

（ll｛蝋蹴（）s（翼）＜）蛮総型（図版4の綿）がみいだされた、，

これはS¢輪猟縣総緯グ）ものであろうと推．定している。

　大派炭層1沖ノμ．1・東見初の2鉱からはこの炭層の申

に嚢職茎）鍵t蟹噂01豊．型と　丁煮£壼！茎ぬ欝（讃．型とが集中的に多

く含象れている、、このことは高橋び）研究における結果と

ほゾー一致しているが，その飽とくに特徴匝）あるイヒ着はな

レ、〔，

　一重石炭層1この炭層4坤／こはTr薫敷）！脚欝く）焦型と

丁漁（）lp鍵○斡il，型とが多く含まれていることは・纏ぴ）炭層

と似ているが，僅磁le繍型び）胞子もかな！）含まれている．

豪たいままでの記録にはないもの、総しては猟榊s榊廊銘

型の讐熱撚が明瞭にみとめられたことである、、

　以 1二各炭層ごとの花粉・胞子群ぴ）特微をのぺたが，全般

的にこれらの構成をみるとき胞子化石のうち丁蹴）1鋼総一

1簿虚薦，C沁鱒龍倉講0韻（）搬蕪Sなどが注澤される、玉段炭～

および底石炭中からみいだされた丁達船峯鍛｛）慧p償i継は

図版4の2，3に示したように2種類あ！），難ゆ薙鱒麟猷

ざ海躍（》5舞5　と　7》壌メ，♂怠驚｛嬬ブ糟黛ブ紹3　設夢劉磁ゼ轟2薯欝3　ζこ最も集猛寝試し

ている．わが磁では嵩橋が朝倉炭田土師層および槽屋

炭溺志免層群新原層からみいだしている，丁爵）i撫雛欝伊

爵鋸型．胞子化石が知ら叡．ているが，これらも同じ種類

のものと考えられる。この驚種の胞子はiぞイッ纂蓬1部第三

系の花粉図表にあてはめると暁新世の後期から漸新世の

後期窟での問に限つて産出している．

　　また　（⊃i撒t廊0＄毒鋤Or茎t縣　型胞「子は図版4“擁8に単し

たように表面に顕著な平行条が凌）り，わが闘ではまだ記

28一σ（鶏）



犠顎炭繊におけ考る、董三要ノ麟〆）蒜粉分析（塞嚢！鞭）（1　獣璽元“竃ヒ　讐婁）

1曜i慶芝　嵐　　吾’鉾薦三鎌←叢渉lfilノ詣劔1

麟

図灘ミ驚　　！欝｛霧灘1讐、／賛1　雄鰹1

1懲1駁3　　 潜嘉馨鋭1鐸雲醗デ講嵐瞬繕｛

垂裁さ犀彫た溺列はない』尋もを欧州＞講三三系1髪イヒ畢デと比i鮫し

てみると　C爵躍認厩醒嘔解纏5おが最も近似している、、

このイヒイぎグ）薦出範囲は乗台翻田二i二中莫藝に旨艮ヒ鵡瓢てお13誓駐広、。ヒ

靴鶏胞子化石からみて炭麟は始新1蝉期か輯期にわ

たる竃、のと考えらオし，従来の宇部爽炭層の地質時代につ

いての鳶見と一・致する．

　窟た図勘更4¢）！に薙髪しノ蔦／泡子・，と、慰われ、るものは塁牽立の

ノ剛…堀に識き状の長い突起を持つておiり，P｛1“墓が命名Lた

簸服Pk〉s茎x｝rl艶＄　のヲ杉態に・や・や似ている．嬬の形は中生代

び灘鷺子1こぐ麟すられノ篭も¢）であつて，乙身なくと郵菓ヤ鯨欝賑黛

　　　といわれるような胞子よ！）もやや願申生代愛錯に

近1いものであ恐、，

　以．i数種．類の化石滋㌧みてもこれらの炭屠が識第．黒系

の下部のものであることが欝定できる．

　賃甥没のマ鑓鈴季欝痔気は九ジ・卜1遠“賀／昼1－1二鞠賛）ものに」鷺似してい

る（岡橋，欝撫）といわ懲、葛が簿筆者らの観察において

も向酵ゴ舞“三系鰹艶脅の季蕩！震を万≒していた。

瓢　從羅の齋樵物学的賓料との嬬較

　f導部駅田の夷炭1　拠こは従来から化石葉が発，箆されて

お凱　とくに五段炭糟上盤からは51融認露郡纏塁少麟鋤照

（K』RY＄羅丁（）K）VK）菖〉爵ム磁編灘ど聯鰐ψ爵鎌護ぎ窟濫EN薫）○など

の産出がLられている．その他蒸、葦橋英太郎力集成したと

ころによると半麟櫃ま1勿！種も　雛子廓酬勿3種1，縁許葉植纏勢

2樵　考鮨許嚢率直物34‘種鱒＆勇iら津じぐいる．

　これらの産1。蟻表とこの花粉群の産出表（第1壌）とを

比i絞しぐみると，審果・：蘇穂物においvぐは，麟黛雛sは、ともに

産しているが，P£》磁）鰍単撚は花粉化蒼では晃られな

い。　M磁細磯ほQ熱また翫蚊嵐）熱と灘えられる花粉化聡

騨）出現傾向は葉化石とよく一致Lている．

　被子植物のうち双子葉類では葉・花粉爾煮に共通じ（帆

みいださ療・ているものとLて敷厘y薫嘆職匙，M礁笈鮮F畿慕総，罫》（｝一

脚1難　などを凄）げることができる，，化石葉と化貰花粉繭

者のうちで，多産す礁もゲ）は共通している．花粉化石で

みいださ勲・るもののうち大残多の’植～吻イヒそぎでは書蕉劃覧さ露㌻て

いないも麟暴集粒の脳礎鎌蝋シヤ碧一ゲ粉，そ
（臨為／k（）v鼠，勲縛撫／sなどの澗、菓樹類が凄る、、

　飽方大形の植物化・醜戴誤、かみいだされないものは

5ぐ漁認顯醐鷲ψ爵群～ど《♪灘，窮礁三sきN鳶轟翻漁竈鰐ゆヂ鍵瀕ご慮，鷺i黛セ

エ烹猟瓢難憶鷲m浄　L鷺欝達mi鷺（》s慕¢　葺沁＄勲y獅S緊　Vl疑逸汽職窺m覧

Al韻g量顧篭などのもので花粉形として鑑定のむずかしい

もび）て∋ある軽，

　訟うした大ヲ麟・小！蓉鱒llプyの植ま吻イ蕪石か爵詳外る壽晋蔭ノ災田

主要ノ麟を構成Lてい嶺・、．考えられる植物は，針葉樹

M縄総磯鷺磯いや丁ξミ灘（翫驚／などの毬弄鞍類を一部に含む

カ㍉大半は鷺硫綴ξ騨轍藤（カバノ粛弓欝）・や翼鳶壌獄謙難（ブ

ナ科）の植物群か爵構成されている、，しかLその侮Cレ

灘職撚（）罵燃濁隔v豊1）鷺数騰慧mかK畿轟難撒，L獄夏撒鰍農黛の｛｝の

など暖地性の植物の混濡も多く，とくに以前からヌ1鈴れ

ている、員にsぬdi総ぐ惣デヤ沼萬に近似〉，簸髄一

欝好賑雛（バシ嚢ウ属／こ近似）など亜熱帯性の植物の存

嚢三も顕著ミであつてこうしノこ、忌、乳かゆゴ縁え臨るとノ身なくとも擁鷺

部炭繍の主要炭層形成時代は現在よ勢墨、は懲かに暖かつ

たことが，微化響のうえからも肯定できる．

27一一（i（）7〉



地質調査漸薦報（嚢灘欝巻第慧・粉

　　また同じく学部炭グ）申には隠、花櫨物の胞子とく／こ羊歯

類のものと、懲われるものが多数含まれているが，そのう

ち第慧表中に示したように3顧型でε鍋》る堰贋μ撒○帥o一

疵総　型の毫、）び）がとくに注翼される、、この型の胞子は．第

．三紀グ）前期にのみみいだされるもので九州の塚，㌃第鷺系申
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